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 貨物労組中央本部は、６月８日に第３回交渉を行い、現段階
での会社の考えが明らかとなりました。 

 会社は、「物価高騰による修繕費等の経費が上昇し３４億円

悪化したが、回転型不動産ビジネスでの土地譲渡等により３９

億円改善した結果、単体の経常利益は＋０億円となった。社

員のモチベーション維持が大事なことは重々理解している。会

社として今まで出し惜しみをしたことはない。出せる範囲で出

していく。これまでの議論で、赤字の厳しい中でも出してきた。

今回黒字にはなったものの会社に余力があると思っているの

なら残念だ」としています。 

 我々青年部員は、慢性的な要員不足の中で安全安定した鉄

道貨物輸送を支えてきた！物価高騰が止まらないで日々の

生活は逼迫し続けている。会社は前年夏を上回れるよう議論

としているが、考えている額が低すぎて残念でしかない！ 

生活実態を考えると到底納得できない！ 

 
職場に結集することは 

本部交渉団を支える大きな力の一つです！  
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